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Ⅰ．「こたろう大学」と「あそび隊」の連携
松本大学と生坂村教育委員会との「域学連携事
業」の 2年目にあたる 2014 年度、犬飼ゼミナー
ルでは、運動遊びを通じて生徒の心身の育ちをね
らうと同時にサポートをする学生の人間関係力を
引き出す、双方向の活動効果をねらいとして「生
坂小学校こたろう大学」と「あそび隊」事業を企
画、実施した。
子どもたちにとって「遊び」は、体力・運動能
力の向上など身体的発育発達に留まらず、知的・
心的・社会的成長にも効果が期待できるなど、意
味深く重要な要素であることは周知のとおりで
ある。近年、特に子どもの体力低下が叫ばれる
中、大学でスポーツや運動を専門に学ぶ学生等は
「運動能力向上のための対策として児童期にスポ
ーツや運動に取り組むことが重要」と、直接的な
運動指導の提供で問題解決を捉えがちである。そ
のような学生には、まず子どもたちと直接対面し
てその実態を体験的に知ることに大きな意味があ
る。児童にとっての当事業の意味は、子どもたち
が学生と体当たりして駆け回り、こたろう大学で
の体験を“遊び”として捉えることで、自己解放
を促し活動の楽しさを体感してもらうこと、さら
に、仲間は自分にとって必要で大切な存在である
という体験学習の効果を期待するものである。
1．子どもの実態に即した事業推進目的の共有
本連携事業では、全校生徒 73 人という小規模
小学校に見られる子どもの育ちに着目して、「生
徒間の固定されがちな人間関係」を課題としてス
タートした。
2．事業計画
生坂小学校「こたろう大学『生坂あそび隊』」
（1）　ねらい
現代に生きる子どもたちのコミュニケーション
力をどう高めていくかについては、社会的課題で
ある。生坂小学校においては、小規模校の特徴と
もいえる固定化されがちな人間関係や、自分らし
さを大切にしながら対人関係を調整していくコミ
ュニケーション力が育ちづらい状況が指摘されて
いる。そこで、グループワークトレーニング（以
下GWTと記す）の手法や運動遊びを取り入れて、
より良い人間関係つくりを築くための活動を推進
し、子どもたちの「心の健康」と「体の健康」の
両面を成長させていきたい。
（2）　実施期日及び日程
2か月に 1回の頻度で計 3回のあそび隊授業時
間を設けること、さらに発達の年齢差を考慮して
2学年ずつの区切りとし、1日に 3コマの授業を
組み、全学年に向け授業を実施する計画を立てた。
3．準備と目標の共有
学校の授業内容に「あそび」というキーワード
を充てることで、こころの解放をねらう。あそび
隊が目指すところは、「生徒の夢中」を引き出し、
対人関係に起こりがちな無用な不安や探り合いと
いった懸念を早期に払拭し、活動中に生徒個々の
「自由な子どものこころ」を引き出すことである。
指導者と学生スタッフ（大学）、そして参加す
表 1． 「こたろう大学～生坂あそび隊～」全 3回の実施日程
生坂あそび隊　実施期日 1日の時間割 対象学年　他 人　数（基本）
第 1回：4月 25 日（金） 9：00～10：00 1・2 年生 1・2年生　24 人
第 2回：6月 27 日（金） 10：50～11：50 3・4 年生 3・4年生　21 人
第 3回：10 月 24 日（金） 14：00～15：00 5・6 年生 5・6年生　28 人
（第 3回は 9月 18日の予定を延期し、行事の
重なる時期を避けて実施した。） 16：00～17：00 教員研修 11 名
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る教師（小学校）の姿勢として次のことを確認し
合った。
（1）　一緒に参加して生徒と遊ぶ。
（2）　 不要な指示・命令・叱るといった子ども
への関わりをなくす。
（3）　 スタート時の「早く並びましょう。」等に
ついても言わない。
（4）　 活動中は楽しさや喜びのみでなく、発生
する失敗や不安、葛藤や苦悶など一つひ
とつの場面に焦点を当て生徒の気持ちに
触れていく。
（5）　 「〇〇さんの主体的な参加を引き出すため
には、どのような声がけが必要だろう」
という問いを持ちながら一人ひとりの様
子を見る。
（6）　 感情を表現し合う生徒間の関係性や場面
消化の在り様をおさえて、終了後の職員
研修でのふりかえりテーマに活かしてい
く。
以上を事前に確認し合い、初回の活動をスター
トした。
なお、低・中学年向け授業は、あそび隊の時間
を学校生活における自己解放に向けた活動のき
っかけつくりの時間とし、ここでは主に高学年
（5・6年生）の授業に焦点を当て、学習のねらい
を「自他肯定の関係構築」に定め実施した。
Ⅱ． GWTの手法を取り入れた「生坂あそ
び隊」の実践
1．第 1回こたろう大学「生坂あそび隊」　
（1）　活動のねらい　
「あそび隊」活動の場に許容的雰囲気をつくり、
参加児童の自己解放をはかる。
【プログラム】
※写真 1．活動後の「ふりかえり」場面
※写真 2．特徴ある児童の主体行動と仲間
【指導者の見とり】
生坂小学校の生徒は、聞く力・素直に行動に移
す力・仲間を誘う力・教え合う力を持っている。
また、思春期に入る男女、又は学年をまたぐ上
級生に対し、無用な抵抗がなく、わずかな恥じら
いを見せるが一緒に活動に向かう姿勢をもってい
る。
教師が捉えている「特徴ある児童」について、
今回は自己中心性や、強すぎる主張で他を威圧す
るなどの行動は見られなかった。むしろ集団がグ
ループとして行動するときに必要となる「課題遂
行機能（performance 機能）の場面が観られた。
（2）　第一回　教員研修　
初回「あそび隊」の終了後、教員向けに活動を
振り返る時間を持った。
筆者からは、あそび隊での生徒との関わりに触
れ、人間関係が固定化されがちという小規模校で
も、「子どもが自分らしさを大切にしながら対人
関係を調整して社会に通用する人間関係を築く下
地をみがき、『心の健康』と『体の健康』の両面
を成長させたい」という活動のねらいを可視化
（図 1）して、初回から 3回目の活動までのあそ
び隊授業の活動の流れを説明した。
2．第 2回こたろう大学「あそび隊」　
（1）　活動のねらい　
2学年（5・6年生）の交流を通し、グループの
関わりの中で相手の存在に気づく。
【プログラム】
5～6年生 28 名をゲームで 4グループ（偶然性
による）に分け、グループで移動しながら時間内
に 4種目の活動を全て体験するように設定した。 
1）　傘袋風船投げ　　　　作る、投げる、工夫
2）　スラックライン　　　体幹バランス、協力
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3）　もじもじシート　　　 工夫、知恵、創造、
思いやり
4）　ラートに挑戦　　　　挑戦、自己決定
以上 4つの活動をグループ全員が体験し互いの
頑張りを間近に見ることで、グループに何が起こ
っていたかを振り返る。活動終了後、グループご
と「ふりかえりシート」（図 2）に記入した。
（2）　ふりかえりとグループシェア
5・6年生の活動においては、このプログラム
（時間）が一番の目的、ねらいである。運動を伴
う活動はややもすると、やりっぱなしになりがち
だが、活動で体験したことの振り返り（フィード
バック）、互いの感じたことを伝え合うこと（シ
ェア）こそ、自他肯定の関係を生む学習場面には
欠かせない。
この時間に、子どもたちは円陣を組んでシート
に記述した内容を口頭で開示し合った。「ふりか
えりシート」に書かれた仲間の言動を聞いている
ときの子ども達の表情（内面）に、教師は目を向
けることが重要である。
「体験学習」は、「体験教育」ではなく『学習』
をうたっている。生徒が感じていたことを気づき
に変える時間がふりかえりとシェアである。活動
後教師の視点での教育成果のみで終わることは
GWTの学習プロセスから外れることとなり、折
角の体験による学びを半減することになりかねな
い。教師の気づき以上に、子ども達は相互に影響
しあい感じ取っていることがある。まずは生徒の
言動に焦点を当て、彼らの体験を教材として取込
むことで、自尊感情を培う自他肯定の教育環境を
生むことが可能となるのではないかと考える。
（3）　GWTにおける「ふりかえり」の意味
「ふりかえりシート」は、「活動が楽しかった、
頑張った上手にできた」だけで終わるのでなく、
活動の中でグループの仲間が、どのような発言や
行動をし、自分や仲間がそれによってどのような
刺激（作用）を受けていたか、を知る相互作用へ
の視点や気づきをもたらせることにある。
記入時、生徒らは真剣な様子で活動を思い起こ
し記録する様子が見て取れた。シートに記入し、
自分が感じていたことに気づいておくこと、今こ
こでの感じを気づきに変え、さらにそれを仲間に
シェアしていくことがGWTの重要な学習プロセ
スである。
仲間のコメントを聴きながら、自分の名前が呼
ばれ仲間の感じていたことを聞かされた時に、ど
のような想いになっただろうか。生徒の書いた
「ふりかえりシート」には、5・6年生の学年の枠
を超えて様々なメッセージが記録されている。
（4）　第二回　教員研修　
当年度、生坂小学校は「松塩筑教育課程研究協
議会の研究発表校」として生徒の自尊感情を養う
ことをテーマに掲げ、その育ちを見とろうとして
いる。
今回対象としている生坂小学校の 5・6年（11
～12 歳）生徒は少年期にあたる。彼らのこれか
らの人間関係はその成長過程で、仲間の存在は自
分にとっての重要な他者として変わり、同世代と
の関係性の中で仲間からもらう承認・賞賛のスト
ローク（投げかけ）は、大人からもらうそれより
図 1　目的に向けた活動目標の可視化
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も重い意味を持つと推測する。自尊感情は一人で
育まれるものではなく、相手との関係性の中で育
まれることが理解できる。GWTの手法を活用し
た生坂小学校あそび隊事業では、自尊感情を育む
教育的交わりとして、生徒の目で観て、耳で聞い
て感じたことを言語化していく。さらにこれをシ
ェアすることでプラスの相互作用を引き出すこと
をねらっている。
3．第 3回　こたろう大学「あそび隊」
（1）　活動記録
ねらい： グループ活動を進める中で、自分の行
動がグループに与えている影響を知る。
最終回となる 3回目は、前半に学生の力を活用
し、持ち味を生かした運動指導の展開を計画した。
【学生の指導による活動展開】
1） ゲームによるグルーピング　担当：レクリ
エーションコーディネーター資格取得学生
2） マットおもしろ運動で体幹トレーニング
担当：ラート部学生
3） キャッチボール　担当：ソフトボール部学
生
過去 2回の活動実践は、生徒の側に「あそび
隊」として訪問する学生と交流することへの期待
感を高めてきた。通常、指導の場では、指導する
者とそれを受ける者との相互間に相手に対する良
好な関心が存在することが、学習効果を上げるう
えで重要な要素と考える。これまで学生達は、あ
図 2．4種目の活動後のグループによる「ふりかえりシート」
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そび隊でのリーダー役として、生徒の中に入り、
指導者としてまた時には活動仲間として生徒に関
わる中で、生徒等に“失敗や上手くいかないこと
も許容し受け止められる場である”という感覚を
引き出す役割を担ってきた。そのような関係がで
きている学生から受ける指導を、生徒等は憧れに
も通じる姿勢で真剣に取り組んでいた。
（2）　GWT授業展開の最終プログラム
学生による生徒への活動展開を終え、最終回と
なるあそび隊事業は、「生徒の関係力構築に向け
たGWTの最終講義」として実施した。学生の指
導により活動そのものへのモチベーションが高ま
っている生徒たちに対し、あえて遠慮・不安・た
めらいなど葛藤が生じる活動を実施した。本プロ
グラムのねらいは、活動中に仲間から得るプラス
のストロークが相互作用となって一人ひとりの感
情に働きかけて、自分やグループの次の行動に影
響していることを知ることにある。
【目標】
生徒一人ひとりが、「自分にとって仲間は大切
で必要な存在である」ことに気づく体験につなげ
る。
【活動】
「人間コピー」　引用：（学校グループワーク・
トレーニング）坂野公信　遊戯社
（3）　振り返りとグループシェア
「ふりかえりシート」に書かれたグループの仲
間に対する気づきには、互いの行動、言葉のやり
とりが多く記入されていた。グループメンバー
個々の行動や言葉を捉えて気づきに変えられるよ
うになったことは、自己変容に向けてのステップ
となったことと考える。
グループで起こっていたことに気づき、自分の
行動をメンバーの言葉で知らされることは、自分
の言動がグループにどのような影響を与えていた
かに気づくための一歩である。
思春期に向かう子どもたちにとって、相互に影
響を及ぼす重要な他者となる同年代の仲間から、
自分の言動を知らされること、それによって発生
するグループへの影響に気づくことで、次に取る
行動をどのようにしていこうか、という内面から
起こる自己変容を期待したい。
まとめ
11 歳 12 歳（小学 5～6年）は、友人関係の固
定化が始まり、他の世代を寄せ付けず距離を置く
ような行動を見せる年代と言われる。自己犠牲的
な友人との関係も見られるなど、教師や親の言葉
より仲間関係における相互作用に強く影響される
時期である。このような特徴を捉え、体験学習で
重要視する「ふりかえりと気づき」の意味を捉え
てみた。
同じ活動を体験した仲間から「ふりかえりシー
ト」に記録された自分の言動を知らされた時、生
徒の感情に何が起こっているのだろう。
例えば「自分が間違っていたために、みんなに
迷惑をかけた」と考えていた生徒に対し、仲間か
ら『だいじょうぶ』の一言をもらえたことで、迷
わず行動を続けることができた。等、間違えや失
敗体験時に起こりがちな緊張や動揺への対応を学
んだ児童は、他者に対する勇気づけの態度を学ぶ
機会を得て、次に同じような場面に出くわした時
の行動に生かしていくことが期待される。
教育現場における体験学習でねらうことは、活
動をふりかえることで「自分の言動に気づき、相
手の感情に気づき、グループの間に何が起こって
いるかに気づく。」この気づき学習が重要なポイ
ントであり、欠かしてはならないものと考える。
